
＜ 結 果 の 概 要 ＞

１ 出 生

（ １ ） 出 生 数 は 、 １０ ， ０ ２ ４ 人 で 前年 よ り １ ８ ９ 人 減 少 し 、 過

去 最 低と な っ た 。

出 生 率（ 人 口 千 対 ） も過 去 最 低の ８ ． ３で あ っ た 。

昭 和 ４ ９ 年 以 降 減 少 傾 向 に あ り 、 平 成 １ １ 年 以 降 は １ 万 １

千 人 を 割り 込 ん で推 移 し て い る 。

（ ２ ） 出 生 数 を 母 の 年 齢 （ ５ 歳 階

級 ） 別 に み る と 、 ２ ０ 代 前 半

で ９ ５ 人 、 後 半 で ２ ５ ４ 人 の

減 少 と な っ て い る。

２ 合 計 特 殊 出 生 率

合 計 特 殊 出 生 率 は 、 １ ． ４ ０ で 前

年 の １ ． ４ １ を 下 回 り 、 過 去 最 低 と

な っ た。

そ の年 次 推 移を 見 る と、 昭 和５ ０ 年 以 降 低 下 傾 向 に あ る 。

な お 、 全 国 の 合 計 特 殊 出 生 率 は 前 年 と同 率 の １ ． ２ ９ で あ っ た 。

出生数及び合計特殊出生率の年次推移
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年齢階級
（歳） １５年 １６年 増減
  ～14 1 0 △ 1
15～19 165 176 11
20～24 1,474 1,379 △ 95
25～29 3,847 3,593 △ 254
30～34 3,369 3,464 95
35～39 1,204 1,259 55
40～44 150 150 0
45～49 3 3 0
計 10,213 10,024 △ 189

母の年齢階級別出生数
出生数（人）



３ 死 亡

（ １ ） 死 亡 数 は 、 １１ ， ７ ３ ３ 人 で 前年 よ り １ ７ ８ 人 増 加 し た 。

死 亡 率 （ 人 口 千 人 対） は 、 ９ ． ７ で 前 年 を 上 回り 、 そ の 年

次 推 移 を 見 る と 、 昭 和 ５ ０年 代 後 半 以 降 、 上 昇 傾 向に あ る 。

（ ２ ） 死 因 順 位 に つ い て み る と 、 第 １位 は 悪 性 新 生 物 （３ ０ ． ２

％ 、 第 ２ 位 は 心 疾 患 （ １ ５ ． ３ ％ 、 第 ３ 位 は 脳 血 管 疾 患） ）

（ ． ） 、 、 （ ．１ ２ ５％ で こ の３ 大 死 因 が 死 亡 数 の約 ６ 割 ５ ８

０ ％ ） を占 め て い る 。

死 亡 数、死 亡 率の年 次 推 移
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ま た 死 因 別 死 亡 数 を 前 年と 比 較 す る と 減 少 し た の は 心 疾 患 ７、 、 （

１ 人 、 肝 疾 患 （ ２ ７ 人 、 慢 性 閉 塞 性 肺 疾 患 （ ２ １ 人 ） な ど で あ） ）

り 、 増 加 し た の は 、 悪 性 新 生 物 （ １ ８ ２ 人 、 肺 炎 （ ３ ４ 人 、 腎） ）

不 全 （２ ９ 人 ）な ど で あ る 。

な お 、 悪 性 新 生 物 の 部 位 別 の 死 亡 順 位を 見 る と 、 肺 が ん（ １ ７ ．

７ ％ ） を 筆 頭 に 、 胃 が ん （ １ ３ ． ３ ％ 、 肝 が ん （ １ ２ ． ５ ％ 、） ）

大 腸 が ん （ １ １ ． ３ ％） と 続 き 、 こ の ４つ で 悪 性 新 生 物 の５ ４ ． ８

％ を 占め る 。

死　　因 順位 死亡数 死亡率 割　合 順位 死亡数 死亡率 死亡数 死亡率

全 死 因 11,733 971.3 100.0 0 11,555 954.3 178 17.3
悪 性 新 生 物 1 3,548 293.7 30.2 1 3,366 278.0 182 15.6
心 疾 患 2 1,794 148.5 15.3 2 1,865 154.0 △ 71 △ 5.5
脳 血 管 疾 患 3 1,462 121.0 12.5 3 1,473 121.8 △ 11 △ 0.8
肺 炎 4 1,120 92.7 9.5 4 1,086 89.7 34 2.9
不 慮 の 事 故 5 454 37.6 3.9 5 453 37.5 1 0.2
自 殺 6 321 26.6 2.7 6 309 25.4 12 1.0
腎 不 全 7 240 19.9 2.0 8 211 17.4 29 2.5
老 衰 8 238 19.7 2.0 7 241 19.9 △ 3 △ 0.2
慢性閉塞性肺疾患 9 191 15.8 1.6 9 212 17.5 △ 21 △ 1.8
糖 尿 病 10 145 12.0 1.2 11 140 11.6 5 0.4
肝 疾 患 11 135 11.2 1.2 10 162 13.4 △ 27 △ 2.2
※死亡率:人口１０万対。

主な死因別死亡数・死亡率
平成１６年 平成１５年 対前年比
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４ 自 然 増 加

自 然 増 加 数 （ 出 生 数 － 死 亡 数 ） は マ イ ナ ス １ ， ７ ０ ９ 人で 平 成 １

１ 年 以 降 、 死 亡 数 が 出 生 数 を 上回 る 自 然 減 の 状 態と な っ て い る 。

自 然 増 加 率 は マ イ ナ ス １ ． ４ と 前 年 のマ イ ナ ス １ ． １ より 減 少 幅

が拡 大 した 。

出生数、死亡数、自然増加率の年次推移
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５ 乳 児 死 亡

生 後 １ 年 未 満 の死 亡 で あ る 乳 児 死 亡 数は 、 ２ ９ 人 で 前 年よ り ２ 人

減 少 した 。

乳 児 死 亡 率 （ 出 生 千 対 ） は 、 ２ ． ９ で前 年 の ３ ． ０ を 下回 っ た 。

、 、 、そ の 年 次 推 移 を み る と 昭 和６ ０ 年 ま で は 急 激に 低 下し その 後 は

上 昇 と 下 降 を 繰 り 返 し な が ら 、 平 成 ５ 年 以 降 ほ ぼ 横 ば い に推 移 し て

い る 。

６ 新 生 児 死 亡

生 後 ４ 週 未 満 の死 亡 で あ る 新 生 児 死 亡 数 は 、 １ ５ 人 で 前年 よ り ６

人 減 少 した 。

新 生 児 死 亡 率 （出 生 千 対 ） は 、 １ ． ５で 、 前 年 の ２ ． １を 下 回 っ

た。

そ の 年 次 推 移 を み る と 、 乳 児 死 亡 と 同様 の 傾 向 で 推 移 し て い る 。

乳児（新生児）死亡数・率の年次推移
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７ 死 産

死 産 数 は 、 ３ ５ ５ 胎 で前 年 より ４ ２ 胎 減 少 し た。

そ の 内 訳 は 、 自 然 死 産 １ ２ １ 胎 、 人 工 死 産 が ２ ３ ４ 胎 と な っ て い

る 。

死 産 率 （ 出 産 千 対 ） は 、 ３ ４ ． ２ で 前年 の ３ ７ ． ４ を 下回 り 、 増

減 を 繰り 返 し な が ら 、 減 少 傾 向に あ る 。

８ 周 産 期 死 亡

妊 娠 満 ２ ２ 週 以 後 の 死 産 に 、 生 後 １ 週 未 満 の 早 期 新 生 児 死 亡 を 加

え た 周 産 期 死 亡 数 は 、４ ６ （ 胎 ・ 人 ） で前 年 よ り ９ （ 胎 ・人 ） 減 少

し た 。

そ の 内 訳 は 、 妊 娠 満 ２ ２ 週 以 後 の 死 産が ３ ４ 胎 、 生 後 １週 未 満 の

早 期 新 生 児 死 亡が １ ２ 人と な っ て い る 。

（ ） 、 ． ． 。周 産 期 死 亡 率 出 産 千 対 は ４ ６ で前 年 の ５ ４ を 下 回っ た

死産数（率）の年次推移
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９ 婚 姻

婚 姻 件 数 は 、６ ， １ ２ ３ 組 で、 前 年 より １ ３ ４組 減 少し た 。

婚 姻 率 （ 人 口 千 対 ） は 、 ５ ． １ で 前 年の ５ ． ２ を 下 回 った 。 そ の

年 次 推 移 を み る と 、 昭和 ４ ８ 年 以 降 低 下を 続 け た 後 、 平 成に 入 っ て

ほ ぼ 横ば い に 推移 し て い る 。

な お 、 平 均 初 婚 年 齢 は 、 夫 ２ ９ ． ０ 歳、 妻 ２ ７ ． ５ 歳 で あ っ た 。

夫 に つ い て は 、平 成 に 入 っ て ほ ぼ 横 ば い で あ っ た が 、 平成 １ ３ 年

以 降 上 昇 傾 向 に あ る 。妻 に つ い て は 、 穏や か で あ る が 、 ほぼ 毎 年 上

昇 が 続い て い る。

婚 姻 件 数 、婚 姻 率 の年 次 推 移 （大 分 県 、全 国 ）
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　 　 　 夫       妻

大 分 県 全   国 大 分 県 全   国

平 成 3 2 8 . 2 2 8 . 4 2 6 . 0 2 5 . 9
4 2 8 . 2 2 8 . 4 2 6 . 0 2 6 . 0

5 2 8 . 2 2 8 . 4 2 6 . 1 2 6 . 1
6 2 8 . 2 2 8 . 5 2 6 . 1 2 6 . 2

7 2 8 . 2 2 8 . 5 2 6 . 2 2 6 . 3
8 2 8 . 2 2 8 . 5 2 6 . 3 2 6 . 4
9 2 8 . 1 2 8 . 5 2 6 . 3 2 6 . 6

1 0 2 8 . 1 2 8 . 6 2 6 . 5 2 6 . 7
1 1 2 8 . 0 2 8 . 7 2 6 . 6 2 6 . 8

1 2 2 8 . 1 2 8 . 8 2 6 . 7 2 7 . 0
1 3 2 8 . 4 2 9 . 0 2 6 . 9 2 7 . 2
1 4 2 8 . 4 2 9 . 1 2 7 . 1 2 7 . 4

1 5 2 8 . 8 2 9 . 4 2 7 . 4 2 7 . 6
1 6 2 9 . 0 2 9 . 6 2 7 . 5 2 7 . 8

平 均 初 婚 年 齢 の 年 次 推 移



１０ 離 婚

離 婚 件 数 は 、２ ， ５ ９ １ 組 で前 年 よ り１ ４ ０ 組 減 少 した 。

離 婚 率 （ 人 口 千 対 ） は 、 ２ ． １ ４ で 前年 の ２ ． ２ ６ を 下回 っ た 。

離 婚 件 数 ・ 離 婚 率 と も 、 平 成 ３ 年 以 降 増 加 傾 向 に あ っ た が 、 平 成

１ ２ 年 以 来 ４ 年ぶ り に 減少 し た。

離婚件数、離婚率の年次推移（大分県、全国）
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